
全
共
に
は
県
代
表
と
し

さ
ん
の
畜
産
農
家
が
い

て
串
間
か
ら
畜
産
農
家
７

る
。
み
ん
な
か
わ
い
が
っ

戸
が
飼
育
す
る
７
頭
が
出

て
育
て
た
牛
。
大
切
な
命

場
し
、
３
大
会
連
続
の
日

を
い
た
だ
く
と
い
う
感
謝

本

一
に
貢
献
。
今
回
、
地

の
気
持
ち
を
持
っ
て
食
べ

元
の
食
材
を
知

っ
て
も
ら

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

い
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
　
つ
。
児
童
た
ち
は
配
膳
時

う
と
企
画
し
た
。
　
　
　
　
か
ら
待
ち
き
れ
な
い
様
子

市
内
の
鎌
田
一秀
利
さ
ん
　
で
、
笑
顔
で
シ
チ

ュ
ー
を

（５４
）
＝
崎
田
＝
と
稲
本
民

頬
張
っ
て
い
た
。

雄
さ
ん
（６５
）
日
本
城
＝
が
　
‐
圏
口
剛
園
園
圏
園
圃
閣

育
て
た
Ａ
５
等
級
の
ロ
ー

（１２
）
は

「
口
に
入
れ
る
と

ス
肉
約
１
０
０
ぎ
を
用

測
の
国
困
習
剣
凶
「
ｄ

意
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ビ
ー
フ

刻
淵
剰
測
引
潤
朝
日
が
劃

シ
チ
ュ
ー
で
、
食
べ
や
す

刊
洲
∃
ｄ
ａ
「
副
羽
囲
硼

い
よ
う
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー

肉
は
普
段
食
べ
る
も
の
と

ス
や
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
で

全
然
違
う
。
地
元
に
す
ご

煮
込
み
甘
め
の
味
付
け

し、‐
劃
目
目
鶴
＝
冽
棚
ぼ

に
。
約
１

一
５
考
四
方
の

「副
目
刊
コ
利
洲
引
劃
綸
食

肉
を
１
人
当
た
り
４
～
７

●
に
出
し
て
ほ
し
い
」
と
大

個
入
れ
た
。
予
算
約
１
３

喜
び
だ

っ
た
。

Ｏ
万
円
は
市
が
確
保
し

　

市
農
業
振
興
課
に
よ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
市
内
で
は
約
２
０

本
城
小

（矢
野
浩
子
校

Ｏ
戸
の
牛
畜
産
農
家
が
約

長
、
６０
人
）
に
は
鎌
田
さ

８
千
頭
を
飼
育
し
て
い

ん
が
訪
れ
、
６
年
生
１２
人

る
。

最
上
級
の
宮
崎
牛
が
入
っ
た
シ
チ
ュ
ー
を
笑
顔
で
味
わ
う
児
一里
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
前
に

「串
間
に
は
た
く
　
　
　
　
（一副
田
潤

一
郎
）
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９
月
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（全
共
）富
城
大
会
で
３
大
会
連
続
の

日
本

一
に
輝
い
た
「宮
崎
牛
」
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
串
間
市
は
６

日
、
地
元
産
０
最
上
級
宮
崎
牛
を
使
っ
た
給
食
を
市
内
の
全
小
中
学
校

１１
校
で
提
供
し
た
。
児
童
ら
は

「お
い
し
い
」
「軟
ら
か
い
」
と
歓
声
を

上
げ
、
日
本

一
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
た
“

市内全小中学校で提供

2


